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巻 頭 言 
 

校長 井島秀樹 
 

本校は1968年，静岡県では初めて理数科が設置されました。その後，県立９
校に理数科が設置されましたが，本校は常に先導役を務めてきました。 
 
文部科学省は，生徒の科学的能力を培い，将来国際的に活躍する科学技術系

人材の育成のために，先進的な理数系教育を行う高校の支援を目的として，Ｓ
ＳＨ事業を2002年から行っています。 
本校は，それまでの実績を基礎として，2004年に第Ⅰ期３年間の指定を受け

ました。2007年には第Ⅱ期５年間，2012年には普通科に取組を拡大して第Ⅲ期
５年間，2017年には第Ⅳ期５年間の指定を受けました。 
先導改革型としての第Ⅴ期は指定に至りませんでしたが，2022年からの経過

措置２年間を経て，2024年からは認定枠指定校として，研究の深化・普及を継
続しています。 
 
本校のＳＳＨ活動は，「５つのねらい」を定めています。それらを実現する

ために，１年次に科学的素養を身に付け，２年次に探究学習を発展させ，３年
次に研究成果を情報発信するという活動を行っています。 
ＳＳＨ活動を中心として，「学びのすべてが『主体的，対話的で深い学び』

の実現を目指すもの」と位置付けています。 
①優れた科学技術系人材の育成 
②探究学習の充実 
③各教科・科目における主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善 
④外部機関との連携 
⑤自走化に向けた安定した財源確保 
 
個別の活動を振り返ると，21年目となる今年度のＳＳＨ活動も，今まで同様

に確かな成果を残すことができました。新たに行った取組について，３つ紹介
いたします。 
☆清高センター 
 上記②，⑤にも関係して，今年度から３年間，静岡県教育委員会から「探
究学習推進の拠点校」に指定されました。 
 今後も，清水東高校は探究学習のセンター的機能を果たしていきます。 

☆外部連携機関 
 これまでも大学、研究機関、企業との連携を行ってきましたが，今年度は 
行政（県建設政策課）からも専門的な助言をいただきました。 
 今後は，外部連携機関をさらに開拓するとともに，大学生や大学院生が加 
わったゼミ活動など，研究連携を深化させていきます。 

☆ＳＳＨ校との連携 
 研究テーマ（自動車のダウンフォース）の共通性を踏まえて，本校と静岡 
県立浜松工業高等学校（Ⅲ期）の３年生グループ同士が協議して，お互いを 
高め合う研究連携を行いました。 
 今後も，このような生徒同士の研究連携を拡げていきます。 
 
最後になりますが，ＳＳＨ活動の推進にあたり，多大な御指導・御協力を賜

りました皆様方に厚くお礼申し上げます。 
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①令和６年度スーパーサイエンスハイスクール認定枠実施報告（要約） 

 

 ① 取組の目的  

第Ⅳ期及び経過措置までに研究開発した人材育成のノウハウを，他校での活用を前提にさら

なる改善を加え，周辺地域への普及を図り，地域全体の科学技術系人材育成の先導を担うため，

以下の５つを目的とする。 

○ 優れた科学技術系人材の育成 

○ 課題研究の充実 

○ 各教科・科目における主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善 

○ 外部機関との連携 

○ 自走化に向けた安定した財源確保 

 

 ② 取組の概要  

科学的見方・考え方，広く科学の楽しさや面白さを伝えられる能力，科学により社会に貢献

できる課題解決能力及び国際性を兼ね備えた人材を育成するために開発した教育課程や指導

方法を実践・検証するとともに，静岡県における優れた科学技術系人材の育成を先導する。 

 

 ③ 令和６年度実施規模  

 

 課程（全日制） 

 
学 科 

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 計 
実施規模 

 生徒数  学級数  生徒数  学級数  生徒数  学級数  生徒数  学級数  生徒数  学級数  

 普通科 244 ６ 242 ６ 232 ６ － － 718 18 全校生徒を 

 理系 － － 122 ３ 117 ３ － － 239 ６ 対象に実施 

 文系 － － 120 ３ 115 ３ － － 235 ６  

 理数科 40 １ 40 １ 39 １ － － 119 ３  

 課程ごと

の計 284 ７ 282 ７ 271 ７ － － 837 21 

 

 

 

 ④ 取組の内容  

〇 取組の概要 

１ 第Ⅰ期指定（平成 16年度から 18 年度まで）から経過措置期間（令和４，５年度）まで 

第Ⅰ期および第Ⅱ期（平成19年度から23年度まで）の指定では理数科を中心とし，「優

れた科学技術人材(科学エリート)の育成」を目標に研究開発を行い，国際科学系オリンピ

ックに３人の生徒が出場する等の一定の成果を得た。 

第Ⅲ期指定（平成24年度から28年度まで），第Ⅳ期指定（平成29年度から令和３年度ま

で）では全日制生徒全員に対象を広げ，従来までの開発課題に加えて，主に普通科生徒に

向けた「科学的素養を持つ人材育成」を開発課題として設定し，新たな学校設定科目を開

設するなど，カリキュラム・マネジメントを行った。その中で，「科学的素養(１年生)



→課題研究(２年生)→情報発信(３年生)」というプログラムを開発した。基軸と

なる普通科の課題研究は「20時間で行う課題研究」と銘打ち，普通科生徒が無理

なく活動できるものを開発した。その結果，生徒の取組姿勢の変容等，一定の成果

を得た。これらのカリキュラムにより，課題研究内容の水準を上げるとともに，

３年間を通して，国際性を備え，社会貢献でき，伝える力を持ち，将来の社会的

リーダーとして必要な資質・能力を有する人材の育成を目指すことで本校の研究

仮説を実証した。 

経過措置期間では，今までのＳＳＨの取組をさらに改善・発展させていくとともに，成

果の普及にも重点を置き，周辺地域全体の人材育成に注力した。特に第Ⅲ期に開発した課

題研究プログラム「20 時間で行う課題研究」を大幅にリニューアルし，新たな課題研究

プログラム「清高探究メソッド」の研究開発に着手し，課題研究活動のさらなる質の向上，

優れた科学技術系人材の育成，さらには当プログラムのパッケージ化・近隣校への普及を

目指した（図１参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 清水東ＳＳＨの変遷図 

 

２ 認定枠（令和６年度から 10年度まで） 

認定枠１年次の今年度は 20 年間の研究開発の成果を基に，今後を見据えた事業の改善

及び取捨選択を行っていく。特に課題研究プログラム「清高探究メソッド」について，３

年生における取組内容を開発し，３年間のプログラムを完成させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 清高センター概略図 

「清高探究メソッド」導入 



また，成果の普及・地域全体の人材育成においては，第Ⅰ期から継続している中高交流

事業「清水東高生による理科の不思議実験講座」等に加え，新たに静岡県の「「行きたい

学校づくり」推進事業」の中で，県内全地区における探究コンソーシアム「清高センター」

の構築に着手した（図２参照）。「清高センター」は本校が拠点校となり，清水地区の県

立高校３校と市立高校１校，特別支援学校１校を中心に，各校の生徒の探究活動について

情報交換や相互に連携した探究活動を展開し，探究活動を通した生徒の人間的成長を促す

コンソーシアム構想である。これらの取組により，今まで以上に本校ＳＳＨ事業の成果を

公開し，地域全体で連携して次世代の科学技術系人材の育成に尽力していく。 

 

〇 具体的な取組内容 

 １ ＳＳＨ理数基礎講座（理数科１年生） 

第Ⅰ期指定（平成16年度）からの継続講座である。２年生から始まる課題研究に向けた

初期指導としての位置付けであり，本校におけるミニ課題研究である。 

「少人数実験講座」「高大連携出張講義」「外部施設訪問」「情報講座」等，数多くの

実験・実習を通して安全かつ正確な実験操作や課題研究のテーマ設定に必要な科学的素養

等を身に付けることを目的としている。実験・実習内容は，これまでの研究成果を継承し

つつ，新たな実験テーマの模索等，常に改善を意識している。 

｢化学を英語で！」(英語を用いた化学実験講座)においては，化学の専門知識を持つＡ

ＬＴや指導担当者との英語によるコミュニケーションが増えるよう改善を加えている。 

 ２ ＳＳＨ理数応用講座（理数科２・３年生） 

前述１と同様，第Ⅰ期指定からの継続講座である。２年生は，課題研究活動を中心とす

る講座である。３～７人でグループをつくり，自分たちで設定した研究テーマの解決に取

り組む課題研究は，ＳＳＨ事業の基軸として位置付けられている。年度末の「課題研究ク

ラス内発表会」での最優秀研究は，毎年３月に実施される「静岡県理数科課題研究発表会」

に出場している。また，他にも多くの研究グループが外部の発表会等に積極的に参加して

いる。 

３年生では，２年生の研究成果をもとに「課題研究発表会（一般公開）」「課題研究論

文の英訳」「外部コンテストへの出品」等，伝える力の育成を目標に活動しており，例年

多くの成果をあげている。今年度は「ＳＳＨ生徒研究発表会（全国大会）ポスター発表賞」

「同生徒投票賞」「ＳＳＨ東海フェスタ口頭発表優秀賞」「静岡県学生科学賞」「鈴木賞」

等を受賞した。 

また，今年度より「ＳＳＨ情報講座」を開講し，今後ますます重要視される情報技術や

プログラミング技術の育成を図っている。 

 ３ ＳＳＨ基礎講座（普通科１年生） 

第Ⅲ期指定（平成 24 年度）からの継続講座だが，令和４年度の新教育課程施行を機に

「清高探究メソッド」の一環として取組内容を大幅にリニューアルした。１年生では「キ

ャリア教育」と「プレ課題研究」を２本の柱とし，「地元企業との連携事業」「プロフェ

ッショナルと語る会」「ＳＳＨ特別講演会」「理数探究基礎の教科書（数研出版）を用い

たプレ課題研究」等を実施している。 

 ４ ＳＳＨ応用講座Ａ・Ｂ（普通科２・３年生） 

第Ⅲ期２年次（平成 25 年度）より普通科２年生全員が課題研究活動に取り組んでいる。

「清高探究メソッド」の一環としてより課題研究の質の向上を目指し，独自に開発した「探

究シート」を用いて，テーマ設定・研究計画・振り返り等を行っている。２月の「クラス

内発表」を経て３月にはクラス代表者による「成果発表会（一般公開）」を実施する。 

３年生では２年生での課題研究のさらなる改善，英語での口頭発表等の取組に加え，「英



語ディベート」を取り入れ，国際性・伝える力・クリティカルシンキング等のさらなる育

成を目指す取組を実施した。 

 ５ 国際性の育成に関わる事業 

より高度なコミュニケーション能力が求められる中，前述の「化学を英語で！」「英語

での課題研究口頭発表」「英語ディベート」等の取組を行っている。また，新型コロナウ

イルス感染症への対応で４年間中断していた「海外研究旅行」を復活させることができ，

現地の学生との語学・課題研究交流等，より充実した取組とすることができた。 

 ６ 高大連携・各研究機関との連携 

「東京大学訪問」「京都大学連携事業」「静岡県立大学薬学部研修」｢高大連携研究室

訪問」「理化学研究所研修」「国立遺伝学研究所訪問」等の施設訪問研修を継続実施した。

加えて今年度は「核融合研究所」等のさまざまなエネルギー関連施設の訪問研修を行った。

いずれも最先端の科学技術に触れ，未知の世界に興味・関心を抱く良い機会となった。 

この他，生徒の課題研究における助言を求めて「静岡県」「静岡大学」「常葉大学」等

の各外部機関と連携する等，課題研究活動の質の向上に向けて，新たな連携事業を開始し

た。 

 ７ 科学系部活動等 

第Ⅰ期３年次（平成 18 年度）から継続して，中学生へ科学の楽しさや不思議を伝える

活動を通して，伝える力のある人材を育成することを目的として，自然科学部の生徒によ

る「清水東高生による理科の不思議実験講座」を実践している。 

本校の科学系部活動は大変活発に活動し，各種学会や研究発表会へ積極的に参加してお

り，第Ⅰ期指定からこれまで３人の生徒が科学オリンピック世界大会（生物，化学，数学）

に出場した。その他，今年度まで多くの生徒が入賞を果たしてきたが，これらの実績の陰

には，多くの予選敗退者がいることを付け加える。校内での切磋琢磨や励まし合いがあっ

て初めて一部の受賞者が誕生することは周知のとおりである。 

今年度は「全国高等学校総合文化祭自然科学部門出場」「静岡県生徒理科研究発表会 

高文連会長賞（来年度全国高等学校総合文化祭出場決定）」「静岡大学ＦＳＳ(Future 

Scientists’School) にて海外研究発表会参加」「化学グランドコンテスト審査委員長

賞（ＩＳＹＦ2025 参加決定）」「静岡県児童生徒研究発表会奨励賞」「鈴木賞（鈴木梅

太郎博士顕彰会）準賞」「山﨑賞（山﨑自然科学教育振興会） 受賞」等の成果を挙げた。 

 ８ 成果の普及・地域の人材育成の先導 

令和４年度より新たな研究仮説として「成果の普及及び周辺地域の人材育成の先導」を

設定し，外部コンテストへの積極的な参加や「清水東高生による理科の不思議実験講座」

等の継続事業に加え，静岡県教育委員会主催「静岡県サイエンススクール連絡協議会」や

他校と合同の生徒・教員向け研修会，今年度からの探究コンソーシアム「清高センター」

の設置等を通じて，本校のＳＳＨ事業や課題研究の指導ノウハウを発表した。また新たな

連携機関との情報交換会や人材交流により，本校の取組の改善や広報活動を行っている。 

 ９ 運営指導委員会 

今年度より認定枠となったが，継続してＳＳＨ運営指導委員会を実施した。本校のＳＳ

Ｈ活動の計画や成果の報告，生徒の研究発表等に対して，外部有識者からの評価・助言等

を聴く貴重な機会として，今後も継続していきたい。 

 

〇 成果と今後の課題 

第Ⅳ期および経過措置期間の総括で挙げた，新教育課程と連動した「新課題研究プログラ

ムの開発」及び課題研究指導で培ったノウハウを各教科の授業に取り入れ，より効果的な教

科指導力を育成する「授業改善」に加え，将来に向けたＳＳＨ活動の「自走化」，「成果の



普及」にもつながる探究コンソーシアム「清高センター」の構築に向けた取組が今後の課題

である。 

１ 新課題研究プログラムの開発 

第Ⅳ期までで，課題研究における生徒の研究内容を一定の水準に到達させることができ

た。今年度は今までのＳＳＨの取組をベースに「総合的な探究の時間」等の新教育課程と

連動させた高校３年間の新しい課題研究プログラム「清高探究メソッド」の完成の年とな

る。完成したプログラムを改めて検証し，今後はさらに質の高い取組となるよう改善して

いくとともに，この探究プログラムの成果を他校へ公開できるようパッケージング化し，

各校の状況に応じて利活用してもらえることを目指す。 

  ２ 授業改善 

学校経営目標の重点の一つとして授業改善を掲げ，指導主事の訪問等も活用して，「アク

ティブ・ラーニング」を意識した主体的・対話的で深い学びにつながる授業改善に全職員で

取り組んでいる。特に課題研究活動で用いる情報検索技術やディスカッションの手法，ロイ

ロノート等のシンキングツ－ル等を各教科の授業で積極的に取り入れることで，主体的・対

話的で深い学びにつながる授業を目指している。体育や運動部の活動において「スポーツサ

イエンス」を題材にした探究の取組を取り入れることで，本校の特色の１つである「文武両

道」を目指す。また，各教員が開発した授業を定期的な教科会議や授業公開等において相互

に公開する機会を定期的に設け，教科・科目間でも共有・改善に取り組んでいる。 

第Ⅳ期より継続して年に複数回，全教員を対象にした授業改善及びカリキュラム・マネジ

メントの研修を実施し，全校で授業改善に取り組んでいる。その一環として，静岡産業大学

の永田奈央美教授を講師とした情報技術研修会や，学校法人桐蔭学園理事長の溝上慎一先生

を講師とした県内４校持ち回りの合同教員研修会を開催している。これらの取組を継続して

実施するとともに，県教育委員会，静岡大学，常葉大学等と連携して教育効果を高める取組

を推進する。 

３ 「清高センター」の設置・運営 

前述した「清水東高生による理科の不思議実験講座」や各種外部コンテストや発表会へ

の参加等，ＳＳＨ指定以降継続してきた普及に関わる取組に加え，探究コンソーシアム「清

高センター」の設置・運用を目指す。今年度は，地区校長会等の機会を利用して連携校・

関係機関と連絡調整した上で，第１回研究協議会を実施し，各連携校の探究活動の情報交

換や設置要項の策定等，初年度として十分な取組を行うことができた。今後は，各研究機

関とのより緊密な連携・他校との合同発表会の開催等を目標として，拠点校として「清高

センター」の活動を軌道に乗せるとともに，地域・校種を越えてより多くの関係機関と連

携し，静岡県全体の人材育成を先導する取組を目指す。 

４ ＳＳＨ活動の自走化 

今年度は静岡県の「サイエンススクール事業」「「行きたい学校づくり」推進事業」に

加え，「原子力エネルギー教育支援事業」等の支援により，遅滞なく本校が計画したＳＳ

Ｈ事業を進めることができた。今後も安定してＳＳＨ事業を展開するため，各事業を検証

し，事業の効率化を進めるとともに，管理機関である県教育委員会や地元企業，同窓会等

の外部機関との連携を深めた事業の展開を研究開発し，全国のＳＳＨ指定校に先駆けて，

ＳＳＨ活動の完全自走化を目指す。 

 

 



備考

「情報Ⅰ」の1単位は「ＳＳＨ理数応用講座」の1単位（3年）で代替する。
総合的な探究の時間「清高未来学」1単位と「理数探究基礎」1単位は「ＳＳ
Ｈ理数基礎講座」の1単位で代替する。
総合的な探究の時間「清高未来学」2単位と「理数探究」2単位は「ＳＳＨ理
数応用講座」の2単位（2年2単位）で代替する。
【以下は甲表のみに記載】
１年「理数数学Ⅰ」は4月～10月、「理数数学Ⅱ」は11月～3月に実施する。
２年「理数数学Ⅱ」は4月～9月および10月～3月、「理数数学特論」は9月～
10月に実施する。

生徒数 男
女

特別活動 ホームルーム活動 1 1 1

□

合計 33 33 33

自立活動 1 ～ 7 □ □

専門教科計 13 15 15

教科合計 33 33 33

ＳＳＨ理数応用講座 3 2 1

ＳＳＨ理数基礎講座 1 1

理数数学ⅠⅡ特論演習 3 3

理数生物 3 ～ 10 4

～ 9 1

4 4

理数化学 3 ～ 10 2 3 4

理数物理 3 ～ 10

共通教科計 20 18 18

理
数

理数数学Ⅰ 3 ～ 9 4

理数数学Ⅱ 7 ～ 15 2 5 3

理数数学特論 1

情報 情報Ⅰ 2 1

2

2

家庭 家庭基礎 2 2

論理・表現Ⅲ 2

芸
術

4

英語コミュニケーションⅢ 4 4

英語コミュニケーションⅡ 4

外
国
語

英語コミュニケーションⅠ 3 3

論理・表現Ⅱ 2 2

論理・表現Ⅰ 2

2

美術Ⅰ 2

音楽Ⅰ 2

2 2

保健 2 1 1

保
健

体
育

体育 7 ～ 8 3

公民 公共 2

歴史総合 2 2

2

2

地理探究 3 4

2

地
理
歴
史

地理総合 2

1 1

古典探究 4 3 2

文学国語 4

国
語

現代の国語 2 2

言語文化 2 3

論理国語 4 1

教
科

科
目

単
位
数

標
準

理数科 週当たり授業時数

１年 ２年 ３年 科目別 教科別

別紙２
学校番号 31 学校名 静岡県立清水東高等学校 課程等 全日制

令和 4～6 年度 教育課程表 （ 甲 ・ 乙 ） 整理番号 2 ／ 2



生徒数 男
女

特別活動 ホームルーム活動 1 1 1 1 1
合計 33 33 32 33 28 ～ 32

備考

３年文系の選択☆は、「数学ⅠⅡＡＢＣ演習」 又は 「体育スポーツ理論」と「ス
ポーツトレーニング実践」の組 又は 「古典探究演習」と「英語コミュニケーション
Ⅱ演習」の組から選択をする。
３年文系の選択◎は、「化学基礎演習」と「生物基礎演習」の組　又は　「英語コ
ミュニケーションⅠⅡ演習」又は　「日本史探究演習」又は　「世界史探究演習」を
選択できる。
総合的な探究の時間「清高未来学」3単位は「ＳＳＨ基礎講座」の1単位、「ＳＳＨ応
用講座Ａ」又は「ＳＳＨ応用講座Ｂ」の2単位で代替する。
３年文系で「日本史探究」を継続履修した場合、選択▽の「日本史探究」は選択でき
ない。
【以下は甲表のみに記載】
１年の数学は「数学Ⅰ(4月～7月）」「数学A（9月～10月）」「数学Ⅱ（11月～3

月）」に実施する。

～ 32
自立活動 1 ～ 7 □ □ □  □

教科合計 33 33 32 33 28
□

1

専門教科計 1 1 1 1 1
ＳＳＨ応用講座Ｂ 2 1 1

共通教科計 32 32 31 32 27 ～ 31

ｽｰﾊﾟｰ
ｻｲｴﾝｽ

ＳＳＨ基礎講座 1 1
ＳＳＨ応用講座Ａ 2 1

情報 情報Ⅰ 2 2 2
家庭 家庭基礎 2 2

2
英語コミュニケーションⅠⅡ演習 4 4

2
2 2

英語コミュニケーションⅡ演習 2
論理・表現Ⅲ 2

4
論理・表現Ⅰ 2 2

英語コミュニケーションⅡ 4 4 4

外
国
語

英語コミュニケーションⅠ 3 3

英語コミュニケーションⅢ 4 4

論理・表現Ⅱ 2 2

美術Ⅰ 2
芸
術

音楽Ⅰ 2 2

2
スポーツトレーニング実践 3 3

2
体育スポーツ理論 2
体力トレーニング 2

2
保健 2 1 1 1保

健
体
育

体育 7 ～ 8 3 2 2 2

体力トレーニング理論 1

生物基礎演習 2 2
化学基礎演習 2 2

生物 4

2 ※ ※ 1
4

生物基礎 2 2
化学 4 3

2

5

理
科

物理基礎 2 2
物理 4 3 4

化学基礎 2

1
数学ⅠⅡＡＢＣ演習 4 3

数学Ｃ 2 1 1 1 2

数学Ａ 2 2
数学Ⅲ 3 2
数学Ⅱ 4 2 1 2

数
学

数学Ⅰ 3 2

2

数学Ｂ 2 2 1

数学ⅠⅡＡＢ演習 1

政治・経済 2
公
民

公共 2 2 2

0～4

世界史探究演習 4 4 ◎
日本史探究演習 4 4

世界史探究 3 ※ ※
日本史探究 3 3 5

3
歴史総合 2 2 ▽

3 5

地
理
歴
史

地理総合 2 2

国
語

2 ☆
地理探究 3 4

古典探究 4 3 2 3 3
古典探究演習 3

文学国語 4 1 1 1 1
論理国語 4 1 2 2 2
言語文化 2 3

現代の国語 2 2

週当たり授業時数

１年

全日制
令和 4～6 年度 教育課程表 （ 甲 ・ 乙 ）

理系 文系
科目別 教科別

２年 ３年 ２年 ３年

整理番号 1 ／ 2

別紙２
学校番号 31 学校名 静岡県立清水東高等学校 課程等

教
科

科
目

単
位
数

標
準

普通科



（１）ＳＳＨ運営指導委員及び管理機関について 

ア 運営指導委員 

宮内 卓也 東京学芸大学 先端教育人材育成推進機構教授 

浅井 知浩 静岡県立大学 薬学部教授  Luna RD株式会社 取締役 CTO 

    天野 豊己 静岡大学 理学部 生物科学科 准教授 

   イ  管理機関 

大杉 信吾 静岡県教育委員会 高校教育課指導第１班 教育主査 

      市川 雄三 静岡県総合教育センター 総合支援部高等学校支援課高校第２班 教育主幹  

    飯塚 一成 静岡県総合教育センター 総合支援部高等学校支援課高校第２班 教育主査 

(２) ＳＳＨ運営指導委員会会議録 

  ア 令和５年度 第３回ＳＳＨ運営指導委員会会議録 

(ｱ)開催日時 令和６年３月 15日（金） 11:30～12:20 

(ｲ)開催場所 本校 大会議室 

(ｳ)参加委員 

      熊野善介 天野豊己 市川雄三  飯塚一成 

      寺島校長 以下本校職員 10人   

(ｴ)委員会の内容 

ａ「普通科課題研究発表会」について 

 ・研究がユニークで面白い。個々の力がしっかりしている。 

・生徒指導のために体制作りをしたらどうか。テーマの近いもの同士をグループにまとめてグループ 

長を作り,教師はグループ長を通し全体統括していく。 

・探究活動に生徒が慣れてきた。探求を通して学ぶことで知識が育っていくと感じた。 

・高校生は仮説立てるのは難しい。先生方にはアドバイスをして導いてほしい。 

 ｂ「ＳＳＨ活動全般」について  

  ・清水東の方向性としては課題の設定と解決できる人材を先導する。というがいいのでは。 

・外部に向かっての情報発信をしていくことが東高のミッション。 

  ・清高メソットを他校に普及して欲しい。 

  ・次のステップに行くには授業改革が必要。深い学びに繋がる授業のあり方や基礎的・基本的な概念 

の定着。生徒がワクワクドキドキするようなイノベーションがどのように起こって来たか。これを 

授業に組み込んで欲しい。 

 イ 令和６年度 第１回ＳＳＨ運営指導委員会会議録 

(ｱ)開催日時 令和６年５月 11日（土） 14:50～16:00 

(ｲ)開催場所 清水テルサ 研修室 

(ｳ)参加委員 

      浅井知浩  天野豊己 

   (アドバイザー） 静岡県ＳＳＨコーディネーター 鈴木真人  吉澤勝治 

    井島校長 以下本校職員 13人  

(ｴ)委員会の内容 

ａ「理数科課題研究研表会」について 

    ・高校生でこのレベルの発表ができることは素晴らしい。 

    ・スライドがあっという間に変わるので,理解できるようデータ等見やすいほうが良い。 

    ・参考文献の使い方に注意。参考文献は別の人が行った実験が正しいかどうか,自分たちの実験を 



通して積み上げていくもの。論文中に入れるのが正しい。 

・先行研究が本当に正しい結果になっているのかを疑ってかかり,自分たちの実験を行うことも 

大切。 

   ｂ「ＳＳＨ活動全般」について  

    ・文理融合。清水東高ならではの普通科と理数科の融合が良いのではないか。 

    ・大学との連携（継続的に大学からの支援を受ける）がこれからのＳＳＨ活動の進化に関わってい 

くのではないか。 

・予算に関して,地元の企業や大学など外部資金を獲得できたらよいのではないか。 

             ・浜松にフォトンバレーセンターという光に関連した企業支援をするところが設置されており,協

力してくれる。 



（５）新聞記載記事（SSH関係） 

   

 

 

 

★静岡新聞 

令和６年３月 16日 

２年普通科課題研究の優秀者（クラス代表）７グループが,１・２年生全員の前で発表を行った。 

発表後表彰が行なわれ,「ダンゴムシの交替性転向反応の反応条件の特定」を発表したグループが最 

優秀賞に輝いた。 

 

★静岡新聞 

令和６年２月 20日  

第 40回山崎賞に自然科学部より５件受賞した。 

・化学班 

＜最優秀賞＞ 

２年 杉保輝樹 立石健太 名倉誠智 

「BZ反応から見た振動反応の反応機構の解明」 

＜優秀賞＞ 

２年 久保田昊樹 桑原晴人 柴田悠希 

「リチウムイオン電池の劣化とその対策」 

２年 中村 隼 望月潤人 加茂修弥 

「チタン陽極酸化での色の変化と酸化被膜形

成」 

＜優良賞＞ 

２年 船津歌菜 石渡 悠 岩瀬玲央  

「フェノール類を用いた指示薬の合成」 

・物理班 

＜優良賞＞ 

２年 阿比留志央 青柳諒太 滝 健人 

石川 諒 鍋田佑樹 

「粉粒体の振動とブラジルナッツ効果の関係２」 



 

                          

        

              

                    

 

★静岡新聞  

令和６年 10月 1日 

理数科３年課題研究「ダウンフォースを最大化させる

グランドエフェクトカーの形状の研究」のグループと

浜松工業高校３年研究「ミニ四駆の限界を超える」の

グループが,オンラインで互いの研究について発表し

合い,意見交換をおこない交流を深めた。 

３年 滝 健人 杉保輝樹 竹下晴太郎 

   青柳諒太 澄川貴一 

★静岡新聞 

令和６年 10月 29日 

自然科学部化学班は,高校化学グランドコンテス

トの一時審査を通過した上位 10チームによる最終

選考に進み,全国４位にあたる審査委員長を受賞

した。 

２年 大迫悠睴 中村優心 

 「疑似濃淡電池の反応機構の解明」 



 

 

 

 

                              

     

 

 

 

 

               

 

                                              

                  

★讀賣新聞  

令和６年 11月８日 

第 68回日本学生科学賞の県審査を兼ねた県学生科学賞に理

数科課題研究より３件受賞した。 

 ＜県科学教育振興委員会賞＞ 

３年 鍋田佑樹 水上はるか  山田朱梨 

「流体力学を用いた血栓予防の考察」 

３年 岩瀬怜央  船津歌菜 小池真緒  

上田琉太郎 石渡 悠 真田幸弥  

「化学電池の挙動調査」 

３年 立石健太 原 一寿 竹下 光 

「身近な物質を用いた光アップコンバージョンの開発」 

★静岡新聞 

令和 6年 12月 18日 

第 71 回鈴木賞に課題研究より 2

件受賞した。 

＜準賞＞ 

3年 阿比留志央 久保田大輝 

石川諒 

「些音聞金の音減衰効果につい

て」 

3年 望月潤人 鳥居桃子  

道脇耕生 原口大誠 

 村田香澄 黒田羽菜 

「植物の生育条件を変化させる

ことによる気孔開度の変化」 



 

★静岡新聞 

令和 7年 2月 2日 

しずおか高校生探求フェスタコンテス

ト部門に普通科２年生２チームが 16校

32チームによる 1次審査を通過した 10

チームに選ばれ、受賞した。 

＜奨励賞＞ 

 清水東 C 

２年 栗田悠作 牧野ななみ  

   細川桃花 

「添加物の有無による劣化への影響の

違い」 

＜入選＞ 

 清水東 B 

２年 宮﨑瑛人 杉山一樹 

   岩崎友哉 

「防弾におけるダイラタント流体の最

小の厚さの測定と応用」 



謝 辞 

 

 本報告書の作成は，本校の内部及び外部の多くの皆様の御指導，御教示を賜る中で行い，完成に至

ることができました。 

 静岡県内では静岡大学，静岡県立大学をはじめとする近隣高等教育機関の皆様，静岡県外では東京

大学や理化学研究所の皆様には，御多忙の中，時間を割いていただき，本校生徒に理数教育を直接御

指導いただきましたことに心から感謝を申し上げます。 

また，ＳＳＨ生徒研究発表会やＳＳＨ東海フェスタをはじめとする多くの発表会や研究会に参加さ

せていただき，静岡県内外の高等学校の皆様と意見交換をする機会をいただくとともに，示唆に富む

助言を多くの講師の皆様からいただきましたことに感謝を申し上げます。 

 さらに，全国高等学校総合文化祭や，各種科学オリンピックの主催者の皆様には，生徒が研究発表

をする貴重な機会をいただき，また審査・講評をいただきましたことに感謝を申し上げます。 

 加えて，静岡市内の中学校の皆様には「清水東高生による理科の不思議実験講座」に中学生を数多

く派遣してくださり，本校生徒と中学生の双方に実りの多い講座を継続して持つことができているこ

とに感謝を申し上げます。 

 平成 16年度指定を受けて始まった，理数科生徒対象の「ＳＳＨ理数基礎講座｣「ＳＳＨ理数応用講

座」に加え，平成 24年度に再々指定を受け，対象を普通科生徒にも広げた「ＳＳＨ基礎講座」｢ＳＳ

Ｈ応用講座」では，生徒の科学的視点を育てる助言を，ＳＳＨ運営指導委員をはじめ多くの講師の皆

様からいただきました。また，ＳＳＨ運営指導委員の皆様には，本校生徒の課題研究発表会に足を運

んでいただくとともに，御指導，御講評を賜り，本校ＳＳＨの運営に当たって，御示唆，御教授いた

だきましたことに重ねて感謝を申し上げます。 

 紙幅の都合でこちらに掲載することのできなかったその他多数の皆様からも，貴重な御指導，御教

授を賜りました。この場を借りて厚く御礼を申し上げ，謝辞といたします。 


